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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブロック共重合体０．５質量部以上２０質量部以下と、
　アスファルト１００質量部と、を含有し、
　前記ブロック共重合体が、ビニル芳香族単量体単位を主体とする重合体ブロック（Ａ）
、及び共役ジエン単量体単位とビニル芳香族単量体単位を含む共重合体ブロック（Ｂ）を
有し、前記ブロック共重合体中の前記ビニル芳香族単量体単位の含有量が、２０質量％以
上６０質量％以下であり、
　前記ブロック共重合体中の前記重合体ブロック（Ａ）の含有量が、１０質量％以上４０
質量％以下であり、
　前記ブロック共重合体の前記共役ジエン単量体単位中の二重結合の水添率が、４０％以
上９５％以下であり、
　前記アスファルトのコロイダルインデックス（（飽和分含有量＋アスファルテン分含有
量）／（レジン分含有量＋芳香族分含有量））が、０．３６以上０．５４以下であり、か
つ飽和分の含有量が１１質量％以下であり、
　前記ブロック共重合体が、動的粘弾性のスペクトルにおいて、－７０℃以上０℃以下の
範囲に損失正接のピークトップを有し、前記ピークトップの値が、０．８以上１．６以下
である、アスファルト組成物。
【請求項２】
　前記ブロック共重合体が、動的粘弾性のスペクトルにおいて、－４５℃以上－２０℃以
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下の範囲に損失正接のピークトップを有する、請求項１に記載のアスファルト組成物。
【請求項３】
　前記アスファルトのコロイダルインデックス（Ｃｉ）と、前記ブロック共重合体の動的
粘弾性のスペクトルにおける損失正接のピーク温度（Ｔｇ（℃））と、が以下の関係を満
たす、請求項１又は２に記載のアスファルト組成物。
　Ｃｉ≦０．０１２７×Ｔｇ＋０．９４
【請求項４】
　前記ブロック共重合体の前記共役ジエン単量体単位中の二重結合の水添率が、５０％以
上９０％以下である、請求項１～３に記載のいずれか一項に記載のアスファルト組成物。
【請求項５】
　前記ブロック共重合体の前記共役ジエン単量体単位中の二重結合の水添率が、６０％以
上９０％以下である、請求項１～４のいずれか一項に記載のアスファルト組成物。
【請求項６】
　前記ブロック共重合体の前記共役ジエン単量体単位が、１，２－結合及び／又は３，４
－結合に由来する共役ジエン単量体単位（ａ）と、１，４－結合に由来する共役ジエン単
量体単位（ｂ）と、からなり、
　前記共役ジエン単量体単位の総含有量を１００質量％とした場合に、
　前記共役ジエン単量体単位（ａ）が水添されたアルケニル単量体単位（ａ１）の含有量
が、１０質量％以上５０質量％以下であり、
　前記共役ジエン単量体単位（ｂ）が水添されたアルケニル単量体単位（ｂ１）の含有量
が、０質量％以上８０質量％以下であり、
　水添後に水添されていない共役ジエン単量体単位（ａ２）と水添後に水添されていない
共役ジエン単量体単位（ｂ２）の含有量の和が、０質量％以上９０質量％以下である、請
求項１～５のいずれか一項に記載のアスファルト組成物。
【請求項７】
　前記ブロック共重合体の重量平均分子量が、５００００以上３０００００以下である、
請求項１～６のいずれか一項に記載のアスファルト組成物。
【請求項８】
　前記ブロック共重合体が、水酸基、酸無水物基、エポキシ基、アミノ基、アミド基、シ
ラノール基、及びアルコキシシラン基からなる群から選択される少なくとも一つの官能基
を有する、請求項１～７のいずれか一項に記載のアスファルト組成物。
【請求項９】
　前記ブロック共重合体の前記共役ジエン単量体単位の総含有量に対して、１，２－結合
及び／又は３，４－結合に由来する共役ジエン単量体単位（ａ）の含有量が、１０質量％
以上５０質量％以下である、請求項１～８のいずれかに記載のアスファルト組成物。
【請求項１０】
　前記アスファルトの針入度が、６０を超え、８０以下である、請求項１～９のいずれか
一項に記載のアスファルト組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アスファルト組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、アスファルト組成物は、道路舗装、遮音シート、アスファルトルーフィング等の
用途に広く利用されている。このようなアスファルト組成物には、用途に応じた性能を付
加するために種々のポリマーが添加される。例えば、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エ
チレン－エチルアクリレート共重合体、ゴムラテックス、共役ジエンとビニル芳香族炭化
水素とからなるブロック共重合体等が添加されている。
【０００３】
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　近年、道路通行車両の増大、あるいは車両の高速化といった事情に伴って、優れた強度
、耐流動性、耐摩耗性を有するアスファルト組成物の要求がますます高まっている。この
ため、軟化点がより高く、弾性率等の機械的強度が高いアスファルト組成物が必要とされ
てきており、上記各種共重合体の分子量を上げることにより改良を図る試みがなされてい
る。
【０００４】
　しかしながら、高温貯蔵時の貯蔵安定性に関して十分な性能が得られず、また、溶融粘
度が高くなり道路舗装時の施工性も劣化するという問題を生じている。
【０００５】
　このため、アロマ系オイルを添加したり、硫黄や過酸化物を添加し架橋を行ったりする
ことにより、貯蔵安定性の改良が図られている。
【０００６】
　例えば、硫黄の使用（例えば、特許文献１参照。）、また硫黄と加硫剤、さらには硫黄
含有加硫促進剤の併用を行う技術が開示されている（例えば、特許文献２参照。）。
【０００７】
　また、特殊構造を有する共役ジエンとビニル芳香族炭化水素とからなる共重合体を用い
たアスファルト組成物についての開示もなされている（例えば、特許文献３参照。）。
【０００８】
　また、ビニル芳香族炭化水素と共役ジエンとからなるブロック共重合体にフィラーを含
有するルーフィングシングル用アスファルト組成物についての開示もなされている（例え
ば、特許文献４参照。）。
【０００９】
　さらに、ビニル芳香族炭化水素と共役ジエンとからなるブロック共重合体に、水素を添
加した水添共重合体を用いたアスファルト組成物についても開示されている（例えば、特
許文献５参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特公昭５７－２４３８５号公報
【特許文献２】特開平３－５０１０３５号公報
【特許文献３】米国特許出願公開第２００３／０１４９１４０号明細書
【特許文献４】米国特許第６，１２０，９１３号明細書
【特許文献５】特開２００３－２３８８１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、特許文献１、２に開示されている改良方法においても、未だ高温貯蔵時
の貯蔵安定性について、満足できる結果が得られておらず、さらなる改良が望まれている
。
【００１２】
　また、特許文献３に開示されている組成物は、軟化点、高温貯蔵安定性の特性バランス
において不十分であり、伸度にも劣るという問題を有している。
【００１３】
　また、特許文献４に開示されている組成物は、通常のビニル芳香族炭化水素と共役ジエ
ンとからなるブロック共重合体を使用しているため、高温貯蔵安定性が不十分であること
から、アスファルト防水シートのシングルとして用いることができないという問題を有し
ている。
【００１４】
　さらに、特許文献５に開示されている組成物は、ビニル芳香族化合物の含有量が多いた
め、高温貯蔵安定性が優れるものの、軟化点、伸度において十分な特性が得られず、道路
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舗装用として用いることができないという問題を有している。
【００１５】
　一方、アスファルトは、原油の産地、精製所によって、Ａ：飽和分、Ｂ：アスファルテ
ン分、Ｃ：レジン分、Ｄ：芳香族分の４成分の比率が異なることが知られている。ポリマ
ーの構造によって、これらの成分の違いがアスファルト組成物の物性に大きく影響を与え
、軟化点が低く、高温貯蔵後の軟化点変化から判断できる高温貯蔵安定性が不十分であっ
たり、耐わだち掘れ性や溶解性が劣ったりとするという問題がある。
【００１６】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、軟化点、伸度が高く、溶融粘度が
低く、また、耐わだち掘れ性、高温貯蔵安定性に優れるアスファルト組成物を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明者らは、上記課題を解決するため鋭意検討を行った結果、特定の構造を有するブ
ロック共重合体と特定の組成のアスファルトからなる組成物であれば、上記課題を解決で
きることを見出し、本発明を完成した。
【００１８】
　すなわち、本発明は、以下の通りである。
〔１〕
　ブロック共重合体０．５質量部以上２０質量部以下と、
　アスファルト１００質量部と、を含有し、
　前記ブロック共重合体が、ビニル芳香族単量体単位を主体とする重合体ブロック（Ａ）
、及び共役ジエン単量体単位とビニル芳香族単量体単位を含む共重合体ブロック（Ｂ）を
有し、前記ブロック共重合体中の前記ビニル芳香族単量体単位の含有量が、２０質量％以
上６０質量％以下であり、
　前記ブロック共重合体中の前記重合体ブロック（Ａ）の含有量が、１０質量％以上４０
質量％以下であり、
　前記ブロック共重合体の前記共役ジエン単量体単位中の二重結合の水添率が、４０％以
上１００％以下であり、
　前記アスファルトのコロイダルインデックス（（飽和分含有量＋アスファルテン分含有
量）／（レジン分含有量＋芳香族分含有量））が、０．３０以上０．５４以下であり、か
つ飽和分の含有量が１１質量％以下である、
　アスファルト組成物。
〔２〕
　前記ブロック共重合体が、動的粘弾性のスペクトルにおいて、－７０℃以上０℃以下の
範囲に損失正接のピークトップを有し、前記ピークトップの値が、０．７以上２．０以下
である、前項〔１〕に記載のアスファルト組成物。
〔３〕
　前記ブロック共重合体が、動的粘弾性のスペクトルにおいて、－４５℃以上－２０℃以
下の範囲に損失正接のピークトップを有する、前項〔１〕又は〔２〕に記載のアスファル
ト組成物。
〔４〕
　前記アスファルトのコロイダルインデックス（Ｃｉ）と、前記ブロック共重合体の動的
粘弾性のスペクトルにおける損失正接のピーク温度（Ｔｇ（℃））と、が以下の関係を満
たす、前項〔１〕～〔３〕のいずれか一項に記載のアスファルト組成物。
　Ｃｉ≦０．０１２７×Ｔｇ＋０．９４
〔５〕
　前記ブロック共重合体の前記共役ジエン単量体単位中の二重結合の水添率が、５０％以
上９０％以下である、前項〔１〕～〔４〕に記載のいずれか一項に記載のアスファルト組
成物。
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〔６〕
　前記ブロック共重合体の前記共役ジエン単量体単位中の二重結合の水添率が、６０％以
上９０％以下である、前項〔１〕～〔５〕のいずれか一項に記載のアスファルト組成物。
〔７〕
　前記ブロック共重合体の前記共役ジエン単量体単位が、１，２－結合及び／又は３，４
－結合に由来する共役ジエン単量体単位（ａ）と、１，４－結合に由来する共役ジエン単
量体単位（ｂ）と、からなり、
　前記共役ジエン単量体単位の総含有量を１００質量％とした場合に、
　前記共役ジエン単量体単位（ａ）が水添されたアルケニル単量体単位（ａ１）の含有量
が、１０質量％以上５０質量％以下であり、
　前記共役ジエン単量体単位（ｂ）が水添されたアルケニル単量体単位（ｂ１）の含有量
が、０質量％以上８０質量％以下であり、
　水添後に水添されていない共役ジエン単量体単位（ａ２）と水添後に水添されていない
共役ジエン単量体単位（ｂ２）の含有量の和が、０質量％以上９０質量％以下である、前
項〔１〕～〔６〕のいずれか一項に記載のアスファルト組成物。
〔８〕
　前記ブロック共重合体の重量平均分子量が、５００００以上３０００００以下である、
前項〔１〕～〔７〕のいずれか一項に記載のアスファルト組成物。
〔９〕
　前記ブロック共重合体が、水酸基、酸無水物基、エポキシ基、アミノ基、アミド基、シ
ラノール基、及びアルコキシシラン基からなる群から選択される少なくとも一つの官能基
を有する、前項〔１〕～〔８〕のいずれか一項に記載のアスファルト組成物。
〔１０〕
　前記ブロック共重合体の前記共役ジエン単量体単位の総含有量に対して、１，２－結合
及び／又は３，４－結合に由来する共役ジエン単量体単位（ａ）の含有量が、１０質量％
以上５０質量％以下である、前項〔１〕～〔９〕のいずれかに記載のアスファルト組成物
。
〔１１〕
　前記アスファルトの針入度が、６０を超え、８０以下である、前項〔１〕～〔１０〕の
いずれか一項に記載のアスファルト組成物。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、軟化点、伸度が高く、溶融粘度が低く、また、耐わだち掘れ性、高温
貯蔵安定性に優れるアスファルト組成物を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、「本実施形態」という）について、詳細に
説明する。本発明は以下の本実施形態に限定されるものではなく、その要旨の範囲内で種
々変形して実施できる。
【００２１】
〔アスファルト組成物〕
　本実施形態のアスファルト組成物は、
　ブロック共重合体０．５質量部以上２０質量部以下と、
　アスファルト１００質量部と、を含有し、
　前記ブロック共重合体が、ビニル芳香族単量体単位を主体とする重合体ブロック（Ａ）
、及び共役ジエン単量体単位とビニル芳香族単量体単位を含む共重合体ブロック（Ｂ）を
有し、
　前記ブロック共重合体中の前記ビニル芳香族単量体単位の含有量が、２０質量％以上６
０質量％以下であり、
　前記ブロック共重合体中の前記重合体ブロック（Ａ）の含有量が、１０質量％以上４０
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質量％以下であり、
　前記ブロック共重合体の前記共役ジエン単量体単位中の二重結合の水添率が、４０％以
上１００％以下であり、
　前記アスファルトのコロイダルインデックス（（飽和分含有量＋アスファルテン分含有
量）／（レジン分含有量＋芳香族分含有量））が、０．３０以上０．５４以下であり、か
つ飽和分の含有量が１１質量％以下である。
【００２２】
〔ブロック共重合体〕
　本実施形態のブロック共重合体は、ビニル芳香族単量体単位を主体とする重合体ブロッ
ク（Ａ）、及び共役ジエン単量体単位とビニル芳香族単量体単位を含む共重合体ブロック
（Ｂ）を有し、前記ビニル芳香族単量体単位の含有量が、２０質量％以上６０質量％以下
であり、前記重合体ブロック（Ａ）の含有量が、１０質量％以上４０質量％以下であり、
前記共役ジエン単量体単位中の二重結合の水添率が、４０％以上１００％以下である。
【００２３】
　本実施形態において、「共役ジエン単量体単位」とは、共役ジエン化合物が重合した結
果生じる、共役ジエン化合物１個当たりの単位である。なお、本明細書中、共役ジエン単
量体単位は、水添前後に係らず「共役ジエン単量体単位」と称する。
【００２４】
　共役ジエン化合物は一対の共役二重結合を有するジオレフィンである。共役ジエン化合
物としては、特に限定されないが、例えば、１，３－ブタジエン、２－メチル－１，３－
ブタジエン（イソプレン）、２，３－ジメチル－１，３－ブタジエン、１，３－ペンタジ
エン、２－メチル－１，３－ペンタジエン、１，３－ヘキサジエン等が挙げられる。中で
も、好ましくは１，３－ブタジエン及びイソプレンである。共役ジエン化合物は一種のみ
ならず二種以上を使用してもよい。
【００２５】
　本実施形態において、「ビニル芳香族単量体単位」とは、ビニル芳香族化合物が重合し
た結果生じる、ビニル芳香族化合物１個当たりの単位である。
【００２６】
　ビニル芳香族化合物としては、特に限定されないが、例えば、スチレン、α－メチルス
チレン、ｐ－メチルスチレン、ジビニルベンゼン、１，１－ジフェニルエチレン、Ｎ，Ｎ
－ジメチル－ｐ－アミノエチルスチレン、Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｐ－アミノエチルスチレン
等が挙げられる。ビニル芳香族化合物は一種のみならず二種以上を使用してもよい。
【００２７】
〔重合体ブロック（Ａ）〕
　本実施形態において、重合体ブロック（Ａ）とは、ビニル芳香族単量体単位を主体とす
るブロックである。ここで「主体とする」とは、重合体ブロック（Ａ）中にビニル芳香族
単量体単位を、９５質量％を超えて、１００質量％以下含むことをいい、好ましくは９６
質量％以上１００質量％以下含むことをいい、より好ましくは９７質量％以上１００質量
％以下含むことをいう。
【００２８】
　重合体ブロック（Ａ）の含有量は、ブロック共重合体全体に対して、１０質量％以上４
０質量％以下であり、好ましくは１３質量％以上３５質量％以下であり、より好ましくは
２０質量％以上３０質量％以下であり、さらに好ましくは１７質量％以上２２質量％以下
である。重合体中の重合体ブロック（Ａ）の含有量が上記範囲内にあることにより、軟化
点、及び高温貯蔵安定性がより向上する。
【００２９】
　本実施形態において、重合体ブロック（Ａ）の含有量は、四酸化オスミウムを触媒とし
て重合体をターシャリーブチルハイドロパーオキサイドにより酸化分解する方法（Ｉ．Ｍ
．ＫＯＬＴＨＯＦＦ，ｅｔ．ａｌ，Ｊ．Ｐｏｌｙｍ．Ｓｃｉ．１，ｐ．４２９（１９４６
）に記載の方法）で求めたビニル芳香族重合体ブロック成分の質量（但し、平均重合度が
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約３０以下のビニル芳香族重合体ブロック成分は除かれている）を用いて、次の式から求
めることができる。
　　　重合体ブロック（Ａ）の含有量（質量％）＝（ビニル芳香族重合体ブロック成分の
質量／重合体の質量）×１００
【００３０】
　重合体が水添されている場合の、重合体中の重合体ブロック（Ａ）の含有量は水添前の
重合体ブロック（Ａ）の重合体に対する含有量とほぼ等しいので、本実施形態においては
、重合体が水添されている場合の重合体中の重合体ブロック（Ａ）の含有量は、水添前の
重合体ブロック（Ａ）の含有量として求めてもよい。
【００３１】
〔重合体ブロック（Ｂ）〕
　本実施形態において、共重合体ブロック（Ｂ）とは、共役ジエン単量体単位とビニル芳
香族単量体単位を含むブロックであり、好ましくはビニル芳香族単量体単位の含有量が５
質量％以上９５質量％以下であるブロックである。
【００３２】
　本実施形態において、共重合体ブロック（Ｂ）中のビニル芳香族単量体単位の含有量は
、アスファルト組成物の軟化点、耐わだち掘れ性（Ｇ＊／ｓｉｎδ）の観点から、好まし
くは５質量％以上であり、より好ましくは２０質量％以上であり、さらに好ましくは２５
質量％以上である。また、共重合体ブロック（Ｂ）中のビニル芳香族単量体単位の含有量
は、アスファルト組成物の高温貯蔵安定性、伸度の観点から、好ましくは９５質量％以下
であり、より好ましくは５０質量％以下であり、さらに好ましくは３５質量％以下であり
、よりさらに好ましくは３０質量％以下である。
【００３３】
　なお、共重合体ブロック（Ｂ）中のビニル芳香族単量体単位の含有量（ＲＳ）は、ブロ
ック共重合体中のビニル芳香族単量体単位の含有量（ＴＳ）から、上記重合体ブロック（
Ａ）の含有量（ＢＳ）を除して求めることができる。
　　　ＲＳ（％）＝（ＴＳ－ＢＳ）／（１００－ＢＳ）×１００
【００３４】
　耐わだち掘れ性は、通常、実際の道路舗装と同様の骨材を含む配合物をホイールトラッ
キング試験で求める動的安定度（ＤＳ値）で判断されるが、本実施形態のアスファルト組
成物の場合、後述する実施例記載の動的安定度の指標であるＧ＊／ｓｉｎδの値を測定し
、耐わだち掘れ性を判断することができる。
【００３５】
　共重合体ブロック（Ｂ）はランダムブロックであることが好ましい。ここで「ランダム
」とはブロック共重合体中のビニル芳香族単量体単位の連続が１０個以下である状態をい
う。
【００３６】
　共重合体ブロック（Ｂ）の含有量は、ブロック共重合体に対して、好ましくは６０質量
％以上９０質量％以下であり、より好ましくは６５質量％以上８５質量％以下であり、さ
らに好ましくは７０質量％以上８０質量％以下である。ブロック共重合体中の共重合体ブ
ロック（Ｂ）の含有量が上記範囲内にあることにより、ブロック共重合体のアスファルト
組成物における溶解性、及び軟化点がより向上する傾向にある。
【００３７】
　本実施形態における共重合体ブロック（Ｂ）中の短連鎖ビニル芳香族単量体重合部分の
含有量は、重合体ブロック（Ｂ）中のビニル芳香族単量体単位の含有量１００質量％に対
して、好ましくは５０質量％以上であり、より好ましくは７０質量％以上であり、さらに
好ましくは８０質量％以上であり、よりさらに好ましくは９０質量％以上である。また、
共重合体ブロック（Ｂ）中の短連鎖ビニル芳香族単量体重合部分の含有量の上限は、特に
限定されないが、好ましくは１００質量％以下であり、より好ましくは９９質量％以下で
ある。重合体ブロック（Ｂ）中の短連鎖ビニル芳香族単量体重合部分の含有量が上記範囲
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内であることにより、ブロック共重合体とアスファルトとの相溶性、伸度、高温貯蔵安定
性がより向上する傾向にある。
【００３８】
　ここで、「短連鎖ビニル芳香族単量体重合部分」とは、重合体ブロック（Ｂ）中の２～
６個のビニル芳香族単量体単位からなる成分である。そして、短連鎖ビニル芳香族単量体
重合部分の含有量は、重合体ブロック（Ｂ）中のビニル芳香族単量体単位の含有量を１０
０質量％とし、その中で２～６個繋がったビニル芳香族単量体単位の含有量として求めら
れる。
【００３９】
　また、２個繋がったビニル芳香族単量体単位の含有量は、重合体ブロック（Ｂ）中のビ
ニル芳香族単量体単位の含有量１００質量％に対して、好ましくは１０質量％以上４５質
量％以下であり、より好ましくは１３質量％以上４２質量％以下であり、さらに好ましく
は１９質量％以上３６質量％以下である。２個繋がったビニル芳香族単量体単位の含有量
が上記範囲内であることにより、ブロック共重合体とアスファルトとの相溶性、伸度、高
温貯蔵安定性がより向上する傾向にある。
【００４０】
　さらに、３個繋がったビニル芳香族単量体単位の含有量は、重合体ブロック（Ｂ）中の
ビニル芳香族単量体単位の含有量１００質量％に対して、好ましくは４５質量％以上８０
質量％以下であり、より好ましくは４５質量％以上７５質量％以下であり、さらに好まし
くは４５質量％以上６５質量％以下である。３個繋がったビニル芳香族単量体単位の含有
量が上記範囲内であることにより、ブロック共重合体とアスファルトとの相溶性、伸度、
高温貯蔵安定性がより向上する傾向にある。
【００４１】
　本実施形態において、ビニル芳香族単量体単位の含有量は、ブロック共重合体に対して
、２０質量％以上６０質量％以下であり、好ましくは３３質量％以上５５質量％以下であ
り、より好ましくは３７質量％以上４８質量％以下であり、さらに好ましくは４０質量％
以上４５質量％以下である。ブロック共重合体中のビニル芳香族単量体単位の含有量が上
記範囲内であることにより、軟化点、伸度、アスファルト組成物の軟化点と伸度のバラン
スがより向上する。なお、ビニル芳香族単量体単位の含有量は、後述する実施例記載の方
法で測定することができる。
【００４２】
　ブロック共重合体が水添されている場合の、ブロック共重合体に対するビニル芳香族単
量体単位の含有量は、水添前のブロック共重合体に対するビニル芳香族単量体単位の含有
量とほぼ等しいので、ブロック共重合体が水添されている場合のビニル芳香族単量体単位
の含有量は、水添前のビニル芳香族単量体単位の含有量として求めてもよい。
【００４３】
　本実施形態において、共役ジエン単量体単位の総含有量中の水添されている共役ジエン
単量体単位の含有量である水添率（モル％）、すなわち、共役ジエン単量体単位中の二重
結合の水添率は、４０％以上１００％以下であり、好ましくは４０％以上９５％以下であ
り、より好ましくは５０％以上９０％以下であり、より好ましくは６０％以上９０％以下
である。ブロック共重合体中の水添率が上記範囲であることにより、アスファルトとの相
容性が優れ、軟化点、伸度及び高温貯蔵安定性の性能バランスが優れる。本実施形態にお
いて水添率は、後述する実施例記載の方法で求めることができる。
【００４４】
　ブロック共重合体は、動的粘弾性のスペクトルにおいて、－７０℃以上０℃以下の範囲
に損失正接のピークトップを有し、前記ピークトップの値が０．７以上２．０以下である
ことが好ましい。アスファルト組成物の軟化点、伸度、及び耐わだち掘れ性（Ｇ＊／ｓｉ
ｎδ）の性能バランスがより向上する傾向にある。
【００４５】
　アスファルト組成物の軟化点と伸度及び耐わだち掘れ性（Ｇ＊／ｓｉｎδ）の性能バラ
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ンスの観点から、損失正接のピークトップの範囲は、より好ましくは－５０℃以上－１０
℃以下であり、さらに好ましくは－４５℃以上－２０℃以下である。
【００４６】
　また、アスファルト組成物の軟化点と伸度の観点から、ピークトップの値は、より好ま
しくは０．８以上１．６以下であり、さらに好ましくは０．９以上１．４以下であり、よ
りさらに好ましくは１．０以上１．３以下である。上記、ｔａｎδピーク高さや温度は、
後述する実施例記載の方法により求めることができる。
【００４７】
　ｔａｎδピーク温度は、例えば共重合体ブロック（Ｂ）中のビニル芳香族単量体単位と
共役ジエン単量体単位の含有量の比率、共役ジエン化合物のミクロ構造、水添率等を制御
することにより、－７０℃以上０℃以下の範囲にｔａｎδのピークトップを有するように
調整することができる。例えば共重合体ブロック（Ｂ）中のビニル芳香族単量体単位の比
率を上げるとｔａｎδのピークトップは高温側に有する傾向にあり、ビニル芳香族単量体
単位の比率を下げるとｔａｎδのピークトップは低温側に有する傾向にある。
【００４８】
　また、共重合体ブロック（Ｂ）の重合において温度と各単量体の添加時間もしくは添加
回数を制御することにより、ピークトップの値を０．７以上２．０以下に調整することが
できる。具体的には、反応器内温を５６～９０℃の範囲内で、反応器内圧を０．１ＭＰａ
～０．５０ＭＰａの範囲内で、かつ一定速度で添加する共役ジエン単量体とビニル芳香族
単量体の添加時間を１０～６０分の範囲内もしくは、添加回数を３回以上とする。また、
別の方法として、水添反応時の温度にも依存する傾向があり、上記いずれかの方法に加え
て水添反応時の温度を８０℃以上１２０℃以下にするとピークトップの値が０．７以上２
．０以下に近づく傾向がある。
【００４９】
　本実施形態において、共役ジエン単量体単位は１，２－結合及び／又は３，４－結合に
由来する共役ジエン単量体単位（ａ）と１，４－結合に由来する共役ジエン単量体単位（
ｂ）からなる。
【００５０】
　ここで「１，２－結合及び／又は３，４－結合に由来する共役ジエン単量体単位（ａ）
」とは、共役ジエン化合物が１，２－結合及び／又は３，４－結合で重合した結果生じる
、共役ジエン化合物１個当たりの単位である。また「１，４－結合に由来する共役ジエン
単量体単位（ｂ）」とは、共役ジエン化合物が１，４－結合で重合した結果生じる、共役
ジエン化合物１個当たりの単位である。
【００５１】
　ブロック共重合体中の共役ジエン単量体単位の総含有量に対する、共役ジエン単量体単
位（ａ）の含有量（以下、ビニル結合量ともいう）は、アスファルト組成物の軟化点と伸
度の性能バランスの観点から、好ましくは１０質量％以上５０質量％以下であり、より好
ましくは１５質量％以上４５質量％以下であり、さらに好ましくは２０質量％以上４０質
量％以下である。
【００５２】
　本実施形態において、共役ジエン単量体単位の総含有量を１００質量％とした場合に、
共役ジエン単量体単位（ａ）が水添されたアルケニル単量体単位（ａ１）の含有量は、１
０質量％以上５０質量％以下であり、共役ジエン単量体単位（ｂ）が水添されたアルケニ
ル単量体単位（ｂ１）の含有量は、０質量％以上８０質量％以下であり、水添後に水添さ
れていない共役ジエン単量体単位（ａ２）と水添後に水添されていない共役ジエン単量体
単位（ｂ２）の含有量の和が０質量％以上９０質量％以下であることが好ましい。このよ
うなブロック共重合体を用いることにより、アスファルト組成物の軟化点と伸度の性能バ
ランスがより向上する傾向にある。
【００５３】
　アスファルト組成物の軟化点と伸度の性能バランスの観点から、アルケニル単量体単位
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（ａ１）の含有量は、好ましくは１５質量％以上４５質量％以下であり、より好ましくは
２０質量％以上４０質量％以下である。
【００５４】
　また、アスファルト組成物の軟化点と伸度の性能バランスの観点から、アルケニル単量
体単位（ｂ１）の含有量は、好ましくは１０質量％以上７０質量％以下であり、より好ま
しくは１５質量％以上６５質量％以下であり、さらに好ましくは３０質量％以上６５質量
％以下である。
【００５５】
　さらに、アスファルト組成物の軟化点と伸度の性能バランスの観点から、共役ジエン単
量体単位（ａ２）と共役ジエン単量体単位（ｂ２）の含有量の和は、好ましくは０質量％
以上８０質量％以下であり、より好ましくは５質量％以上７０質量％以下であり、さらに
好ましくは１０質量％以上６０質量％以下である。
【００５６】
　共役ジエン単量体単位（ａ）が水添されたアルケニル単量体単位（ａ１）の含有量、共
役ジエン単量体単位（ｂ）が水添されたアルケニル単量体単位（ｂ１）の含有量、水添さ
れなかったアルケニル単量体単位（ａ２）の含有量、水添されなかったアルケニル単量体
単位（ｂ２）の含有量は、後述する実施例記載の方法で求めることができる。
【００５７】
　ブロック共重合体における水添前の共役ジエン単量体単位（ａ）の含有量及び共役ジエ
ン単量体単位のミクロ構造（シス、トランスとビニルの比率）は、後述する極性化合物等
の使用により調整することができる。
【００５８】
　本実施形態に用いるブロック共重合体は、アスファルト組成物の高い伸度、高い伸長回
復性および５℃等の低温での高い伸度の点で、水酸基、酸無水物基、エポキシ基、アミノ
基、アミド基、シラノール基、及びアルコキシシラン基からなる群から選択される少なく
とも一つの官能基を有することが好ましい。この中でも、ブロック共重合体が、アミノ基
、及びアミド基からなる群から選択される少なくとも一つの官能基を有することがより好
ましく、アミノ基を有することがさらに好ましい。ブロック共重合体は、その分子１ｍｏ
ｌに対して、アミノ基、及びアミド基からなる群から選択される少なくとも一つの官能基
を２ｍｏｌ以上含有することがより好ましい。なお、上記官能基は、後述するブロック共
重合体の製造方法により導入することができる。
【００５９】
　本実施形態において、ブロック共重合体のメルトフローレート（ＭＦＲ）は、好ましく
は０．０５以上１０以下であり、より好ましくは０．０５以上８以下であり、さらに好ま
しくは０．０５以上６以下である。ブロック共重合体のＭＦＲが上記範囲内であることに
より、アスファルト組成物の加工性と軟化点のバランスに優れる傾向にある。ＭＦＲの測
定は、水添ブロック共重合体を使用し、メルトインデクサー（Ｌ２４７；ＴＥＣＨＮＯＬ
ＳＥＶＥＮ　ＣＯ．，ＬＴＤ製）を用い、ＪＩＳ　Ｋ７２１０に準じた方法により算出す
ることができる。試験温度が２３０℃、試験荷重が２．１６ｋｇｆであり、測定値の単位
はｇ／１０分間のＬ条件で測定することが好ましい。
【００６０】
　本実施形態において、アスファルト組成物の軟化点と溶融粘度のバランスの観点から、
ブロック共重合体の重量平均分子量（Ｍｗ）は、好ましくは５００００以上３０００００
以下であり、より好ましくは６００００以上２８００００以下であり、さらに好ましくは
７００００以上２６００００以下であり、よりさらに好ましくは７００００以上２０００
００未満である。
【００６１】
　本実施形態において、アスファルト組成物の軟化点と溶融粘度のバランスの観点から、
ブロック共重合体の分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）（重量平均分子量（Ｍｗ）の数平均分子量
（Ｍｎ）に対する比）は、好ましくは２．０以下であり、より好ましくは１．８以下であ
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り、さらに好ましくは１．５以下である。
【００６２】
　重量平均分子量及び分子量分布は、後述する実施例記載の方法で求めることができる。
ブロック共重合体が水添されている場合の、重量平均分子量および分子量分布は水添前の
ブロック共重合体の重量平均分子量及び分子量分布とほぼ等しいので、ブロック共重合体
が水添されている場合の重量平均分子量及び分子量分布は、水添前のブロック共重合体の
重量平均分子量及び分子量分布を求めてもよい。
【００６３】
　本実施形態において、ブロック共重合体の構造に関しては、いかなる構造のものでも使
用できる。例えば、下記式で表されるような構造を有するものが挙げられる。
（Ａ－Ｂ）ｎ＋１、Ａ－（Ｂ－Ａ）ｎ、Ｂ－（Ａ－Ｂ）ｎ＋１、［（Ａ－Ｂ）ｎ］ｍ－Ｘ
、［（Ｂ－Ａ）ｎ－Ｂ］ｍ－Ｘ、［（Ａ－Ｂ）ｎ－Ａ］ｍ－Ｘ、［（Ｂ－Ａ）ｎ＋１］ｍ

－Ｘ
（上記式において、各Ａはそれぞれ独立して重合体ブロック（Ａ）を表す。各Ｂはそれぞ
れ独立して共重合体ブロック（Ｂ）を表す。各ｎはそれぞれ独立して１以上の整数であり
、好ましくは１～５の整数である。各ｍはそれぞれ独立して２以上の整数であり、好まし
くは２～１１の整数である。各Ｘはそれぞれ独立してカップリング剤の残基又は多官能開
始剤の残基を表す。）
【００６４】
　ブロック共重合体は、上記式で表される構造を有するものの任意の混合物であってもよ
い。これらの中でも、Ａ－Ｂ－Ａ構造がアスファルトバインダ性能のバランスの点から好
ましい。
【００６５】
　本実施形態において、共重合体ブロック（Ｂ）中のビニル芳香族単量体単位は、均一に
分布していてもよいし、テーパー状、階段状、凸状、あるいは凹状に分布していてもよい
。ここで、「テーパー構造」とは、共重合体ブロック（Ｂ）中のポリマー鎖に沿って、ビ
ニル芳香族単量体単位の含有量が漸増する構造を意味する。共重合体ブロック（Ｂ）の重
合開始直後の共重合体ブロック（Ｂ）中のビニル芳香族単量体単位の含有量をＳ１、重合
途中、例えば導入した単量体の１／２が重合した時点での共重合体中のビニル芳香族単量
体単位の含有量をＳ２、重合完了後の共重合体ブロック（Ｂ）中のビニル芳香族単量体単
位の含有量をＳ３とした場合、Ｓ２／Ｓ１＞１且つＳ３／Ｓ２＞１の関係が成り立つ構造
である。
【００６６】
　共重合体ブロック（Ｂ）には、ビニル芳香族単量体単位が均一に分布している部分及び
／又はテーパー状に分布している部分がそれぞれ複数個存在していてもよい。また共重合
体ブロック（Ｂ）には、ビニル芳香族単量体単位の含有量が異なるセグメントが複数個存
在していてもよい。
【００６７】
〔ブロック共重合体の製造方法〕
　本実施形態のブロック共重合体は、例えば、炭化水素溶媒中で有機アルカリ金属化合物
等の重合開始剤を用いてアニオンリビング重合により製造することができる。
【００６８】
　炭化水素溶媒としては、特に限定されないが、例えば、ｎ－ブタン、イソブタン、ｎ－
ペンタン、ｎ－ヘキサン、ｎ－ヘプタン、ｎ－オクタンなどの脂肪族炭化水素類；シクロ
ヘキサン、シクロヘプタン、メチルシクロヘプタンなどの脂環式炭化水素類；及びベンゼ
ン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンなどの芳香族炭化水素等が挙げられる。
【００６９】
　重合開始剤としては、特に限定されないが、例えば、共役ジエン及びビニル芳香族化合
物に対してアニオン重合活性を有する脂肪族炭化水素アルカリ金属化合物、芳香族炭化水
素アルカリ金属化合物、有機アミノアルカリ金属化合物等が挙げられる。アルカリ金属と
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しては、特に限定されないが、例えば、リチウム、ナトリウム、カリウム等が挙げられる
。
【００７０】
　本実施形態において、有機アルカリ金属化合物を重合開始剤として共役ジエン化合物と
ビニル芳香族化合物とを重合する際に、ブロック共重合体に組み込まれる共役ジエン単量
体単位に起因するビニル結合（１，２－結合または３，４－結合）の量の調整や共役ジエ
ンとビニル芳香族化合物とのランダム重合性を調整するために、極性化合物である、第３
級アミン化合物またはエーテル化合物を添加してもよい。
【００７１】
　第３級アミン化合物としては、特に限定されないが、例えば、式Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｎ（ただ
し、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３はそれぞれ独立して炭素数１から２０の炭化水素基または第３級ア
ミノ基を有する炭化水素基である）で表される化合物が挙げられる。
【００７２】
　具体的には、トリメチルアミン、トリエチルアミン、トリブチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアニリン、Ｎ－エチルピペリジン、Ｎ－メチルピロリジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テ
トラメチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラエチルエチレンジアミン、１
，２－ジピペリジノエタン、トリメチルアミノエチルピペラジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ”，
Ｎ”－ペンタメチルエチレントリアミン、Ｎ，Ｎ’－ジオクチル－ｐ－フェニレンジアミ
ン等が挙げられる。
【００７３】
　エーテル化合物としては、特に限定されないが、例えば、直鎖状エーテル化合物および
環状エーテル化合物が挙げられる。
【００７４】
　直鎖状エーテル化合物としては、特に限定されないが、具体的には、ジメチルエーテル
、ジエチルエーテル、ジフェニルエーテル；　エチレングリコールジメチルエーテル、エ
チレングリコールジエチルエーテル、エチレングリコールジブチルエーテル等の、エチレ
ングリコールのジアルキルエーテル化合物類；　ジエチレングリコールジメチルエーテル
、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジブチルエーテル等の
、ジエチレングリコールのジアルキルエーテル化合物類が挙げられる。
【００７５】
　環状エーテル化合物としては、特に限定されないが、具体的には、テトラヒドロフラン
、ジオキサン、２，５－ジメチルオキソラン、２，２，５，５－テトラメチルオキソラン
、２，２－ビス（２－オキソラニル）プロパン、フルフリルアルコールのアルキルエーテ
ル等が挙げられる。
【００７６】
　本実施形態において有機アルカリ金属化合物を重合開始剤として共役ジエン化合物とビ
ニル芳香族化合物とを重合する方法は、バッチ重合であっても連続重合であってもよく、
それらの組み合わせであってもよい。重合温度は、通常０℃以上１８０℃以下であり、好
ましくは３０℃以上１５０℃以下である。重合に要する時間は他の条件によって異なるが
、通常は４８時間以内であり、好ましくは０．１～１０時間である。重合系の雰囲気は、
窒素ガスなどの不活性ガス雰囲気にすることが好ましい。重合圧力は、上記重合温度範囲
で単量体及び溶媒を液相に維持するのに充分な圧力の範囲であれば特に限定はない。重合
系内は触媒及びリビング重合体を不活性化させるような不純物（水、酸素、炭酸ガスなど
）が混入しないように留意する必要がある。
【００７７】
　本実施形態において、重合が終了した時点で２官能以上のカップリング剤を用いてカッ
プリング反応を行うこともできる。２官能以上のカップリング剤には特に限定はなく、公
知のものを用いることができる。
【００７８】
　２官能性のカップリング剤としては、特に限定されないが、例えば、ジメチルジクロロ
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シラン、ジメチルジブロモシラン等のジハロゲン化合物；安息香酸メチル、安息香酸エチ
ル、安息香酸フェニル、フタル酸エステル類等の酸エステル類等が挙げられる。
【００７９】
　３官能以上の多官能カップリング剤としては、特に限定されないが、例えば、３価以上
のポリアルコール類；エポキシ化大豆油、ジグリシジルビスフェノールＡ等の多価エポキ
シ化合物；式Ｒ４－ｎＳｉＸｎ（ただし、各Ｒはそれぞれ独立して炭素数１から２０の炭
化水素基を表し、各Ｘはそれぞれ独立してハロゲン原子を表し、ｎは３または４を表す）
で表されるハロゲン化珪素化合物、例えばメチルシリルトリクロリド、ｔ－ブチルシリル
トリクロリド、四塩化珪素、及びこれらの臭素化物；式Ｒ４－ｎＳｎＸｎ（ただし、各Ｒ
はそれぞれ独立して炭素数１から２０の炭化水素基を表し、各Ｘはそれぞれ独立してハロ
ゲン原子を表し、ｎは３または４を表す）で表されるハロゲン化錫化合物、例えばメチル
錫トリクロリド、ｔ－ブチル錫トリクロリド、四塩化錫等の多価ハロゲン化合物が挙げら
れる。また、炭酸ジメチルや炭酸ジエチル等も多官能カップリング剤として使用できる。
【００８０】
　なお、開始剤、単量体、カップリング剤、又は停止剤として、官能基を有する化合物を
用いることにより、得られるブロック共重合体に官能基を付加することができる。
【００８１】
　官能基を含む開始剤としては、窒素含有基を含有する開始剤が好ましく、ジオクチルア
ミノリチウム、ジ－２－エチルヘキシルアミノリチウム、エチルベンジルアミノリチウム
、（３－（ジブチルアミノ）－プロピル）リチウム、ピペリジノリチウム等が挙げられる
。
【００８２】
　官能基を含む単量体としては、前述の重合に用いる単量体に、水酸基、酸無水物基、エ
ポキシ基、アミノ基、アミド基、シラノール基、アルコキシシラン基を含む化合物が挙げ
られる。この中でも窒素含有基を含有する単量体が好ましく、例えばＮ，Ｎ－ジメチルビ
ニルベンジルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルビニルベンジルアミン、Ｎ，Ｎ－ジプロピルビニ
ルベンジルアミン、Ｎ，Ｎ－ジブチルビニルベンジルアミン、Ｎ，Ｎ－ジフェニルビニル
ベンジルアミン、２－ジメチルアミノエチルスチレン、２－ジエチルアミノエチルスチレ
ン、２－ビス（トリメチルシリル）アミノエチルスチレン、１－（４－Ｎ，Ｎ－ジメチル
アミノフェニル）－１－フェニルエチレン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－２－（４－ビニルベンジ
ロキシ）エチルアミン、４－（２－ピロリジノエチル）スチレン、４－（２－ピペリジノ
エチル）スチレン、４－（２－ヘキサメチレンイミノエチル）スチレン、４－（２－モル
ホリノエチル）スチレン、４－（２－チアジノエチル）スチレン、４－（２－Ｎ－メチル
ピペラジノエチル）スチレン、１－（（４－ビニルフェノキシ）メチル）ピロリジン、及
び１－（４－ビニルベンジロキシメチル）ピロリジン等が挙げられる。
【００８３】
　官能基を含むカップリング剤及び停止剤としては、前述のカップリング剤の内、水酸基
、酸無水物基、エポキシ基、アミノ基、アミド基、シラノール基、アルコキシシラン基を
含む化合物が挙げられる。
【００８４】
　この中でも窒素含有基又は酸素含有基を含有するカップリング剤が好ましく、例えばテ
トラグリシジルメタキシレンジアミン、テトラグリシジル－１，３－ビスアミノメチルシ
クロヘキサン、テトラグリシジル－ｐ－フェニレンジアミン、テトラグリシジルジアミノ
ジフェニルメタン、ジグリシジルアニリン、γ－カプロラクトン、γ－グリシドキシエチ
ルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキ
シプロピルトリフェノキシシラン、γ－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、
γ－グリシドキシプロピルジエチルエトキシシラン、１，３－ジメチル－２－イミダゾリ
ジノン、１，３－ジエチル－２－イミダゾリジノン、Ｎ，Ｎ’－ジメチルプロピレンウレ
ア、及びＮ－メチルピロリドン等が挙げられる。
【００８５】
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〔水添方法〕
　本実施形態において、ブロック共重合体を水添する場合の製造方法については特に限定
はなく、公知の方法を用いることができる。
【００８６】
　ブロック共重合体を水添する際に使用する水添触媒としては、特に制限はされないが、
従来から公知である、Ｎｉ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒｕ等の金属をカーボン、シリカ、アルミナ、
ケイソウ土等に担持させた担持型不均一系水添触媒；Ｎｉ、Ｃｏ、Ｆｅ、Ｃｒ等の有機酸
塩又はアセチルアセトン塩などの遷移金属塩と有機アルミニウム等の還元剤とを用いる、
いわゆるチーグラー型水添触媒；Ｔｉ、Ｒｕ、Ｒｈ、Ｚｒ等の有機金属化合物等のいわゆ
る有機金属錯体等の均一系水添触媒が用いられる。
【００８７】
　水添触媒としては、例えば、特公昭６３－４８４１号公報、特公平１－５３８５１号公
報、特公平２－９０４１号公報に記載された水添触媒を使用することができる。好ましい
水添触媒としてはチタノセン化合物および／または還元性有機金属化合物との混合物が挙
げられる。
【００８８】
　チタノセン化合物としては、特開平８－１０９２１９号公報に記載された化合物が使用
できるが、具体的には、ビスシクロペンタジエニルチタンジクロライド、モノペンタメチ
ルシクロペンタジエニルチタントリクロライド等の（置換）シクロペンタジエニル骨格、
インデニル骨格あるいはフルオレニル骨格を有する配位子を少なくとも１つ以上もつ化合
物が挙げられる。
【００８９】
　還元性有機金属化合物としては、有機リチウム等の有機アルカリ金属化合物、有機マグ
ネシウム化合物、有機アルミニウム化合物、有機ホウ素化合物あるいは有機亜鉛化合物等
が挙げられる。
【００９０】
　ブロック共重合体の水添反応は、通常０～２００℃の温度範囲内、好ましくは３０～１
５０℃の温度範囲内で実施される。水添反応に使用される水素の圧力は、通常０．１ＭＰ
ａ以上１５ＭＰａ以下であり、好ましくは０．２ＭＰａ以上１０ＭＰａ以下であり、より
好ましくは０．３ＭＰａ以上５ＭＰａ以下である。水添反応時間は、通常３分～１０時間
であり、好ましくは１０分～５時間である。水添反応は、バッチプロセス、連続プロセス
、或いはそれらの組み合わせのいずれでも用いることができる。
【００９１】
　上記のようにして得られた水添されたブロック共重合体の溶液は、必要に応じて触媒残
査を除去し、水添されたブロック共重合体を溶液から分離することができる。溶媒の分離
の方法としては、例えば水添後の反応液にアセトンまたはアルコール等の水添ブロック共
重合体等に対する貧溶媒となる極性溶媒を加えてブロック共重合体を沈澱させて回収する
方法、反応液を撹拌下熱湯中に投入し、スチームストリッピングにより溶媒を除去して回
収する方法、または直接ブロック共重合体溶液を加熱して溶媒を留去する方法等を挙げる
ことができる。本実施形態のブロック共重合体には、各種フェノール系安定剤、リン系安
定剤、イオウ系安定剤、アミン系安定剤等の安定剤を添加することができる。
【００９２】
〔アスファルト〕
　本実施形態で用いることができるアスファルトとしては、特に限定されないが、例えば
、石油精製の際の副産物（石油アスファルト）、または天然の産出物（天然アスファルト
）として得られるもの、もしくはこれらと石油類を混合したもの等が挙げられる。その主
成分は瀝青（ビチューメン）と呼ばれるものである。具体的には、ストレートアスファル
ト、セミブローンアスファルト、ブローンアスファルト、タール、ピッチ、オイルを添加
したカットバックアスファルト、アスファルト乳剤等が挙げられる。これらは、１種単独
で用いても、２種以上を併用してもよい。
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【００９３】
　本実施形態のアスファルトは、アスファルト組成物の軟化点、耐わだち掘れ性（Ｇ＊／
ｓｉｎδ）の観点から、アスファルトのコロイダルインデックス（（飽和分含有量（質量
％）＋アスファルテン分含有量（質量％））／（レジン分含有量（質量％）＋芳香族分含
有量（質量％））は、０．３０以上０．５４以下であり、かつ飽和分含有量が１１質量％
以下である。コロイダルインデックスは、好ましくは０．３１以上であり、より好ましく
は０．３２以上であり、さらに好ましくは０．３６以上であり、よりさらに好ましくは０
．３７以上であり、さらにより好ましくは０．３８以上である。コロイダルインデックス
が０．３０以上であることにより、軟化点及び耐わだち掘れ性（Ｇ＊／ｓｉｎδ）がより
向上する。また、コロイダルインデックスは、好ましくは０．５３以下であり、より好ま
しくは０．５２以下であり、さらに好ましくは０．５１以下であり、さらにより好ましく
は０．５０以下である。コロイダルインデックスが０．５４以下であることにより、施工
性（低い溶融粘度）及び伸度がより向上する。
【００９４】
　飽和分含有量は、好ましくは１０．０質量％以下であり、より好ましくは９．５質量％
以下であり、さらに好ましくは９．０質量％以下である。飽和分含有量が１１．０質量％
以下であることにより、軟化点及び耐わだち掘れ性（Ｇ＊／ｓｉｎδ）がより向上する傾
向にある。また、飽和分含有量は、好ましくは４質量％以上であり、より好ましくは５質
量％以上であり、さらに好ましくは５．５質量％以上である。飽和分含有量が６質量％以
上であることにより、施工性（低い溶融粘度）及び伸度がより向上する傾向にある。
【００９５】
　アスファルテン分含有量は、好ましくは２５質量％以下であり、より好ましくは２４質
量％以下であり、さらに好ましくは２３質量％以下である。アスファルテン分含有量が２
６質量％以下であることにより、施工性（低い溶融粘度）及び伸度がより向上する傾向に
ある。また、アスファルテン分含有量は、好ましくは１８質量％以上であり、より好まし
くは１８．５質量％以上であり、さらに好ましくは１９質量％以上である。アスファルテ
ン分含有量が１６質量％以上であることにより、軟化点及び耐わだち掘れ性（Ｇ＊／ｓｉ
ｎδ）がより向上する傾向にある。
【００９６】
　レジン分含有量は、好ましくは２９質量％以下であり、より好ましくは２８質量％以下
であり、さらに好ましくは２７．５質量％以下である。レジン分含有量が３０質量％以下
であることにより、伸度がより向上する傾向にある。また、レジン分含有量は、好ましく
は１９質量％以上であり、より好ましくは２０質量％以上であり、さらに好ましくは２０
．５質量％以上である。レジン分含有量が１８質量％以上であることにより、軟化点、耐
わだち掘れ性（Ｇ＊／ｓｉｎδ）及び施工性（低い溶融粘度）がより向上する傾向にある
。
【００９７】
　芳香族分含有量は、好ましくは５８質量％以下であり、より好ましくは５６質量％以下
であり、さらに好ましくは５４質量％以下である。芳香族分含有量が６０質量％以下であ
ることにより、軟化点及び耐わだち掘れ性（Ｇ＊／ｓｉｎδ）がより向上する傾向にある
。また、芳香族分含有量は、好ましくは３８質量％以上であり、より好ましくは４０質量
％以上であり、さらに好ましくは４２質量％以上である。芳香族分含有量が３５質量％以
上であることにより、施工性（低い溶融粘度）及び伸度がより向上する傾向にある。
【００９８】
　アスファルトのコロイダルインデックス（Ｃｉ）と、ブロック共重合体の動的粘弾性の
スペクトルにおける損失正接のピーク温度（Ｔｇ（℃））と、が以下の関係を満たすこと
が好ましい。これにより、軟化点、耐わだち掘れ性がより向上する傾向にある。
　Ｃｉ≦０．０１２７×Ｔｇ＋０．９４
【００９９】
　また、この時、損失正接のピークトップの範囲は、－７０℃以上０℃以下の範囲である
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ことが好ましく、より好ましくは－５０℃以上－１０℃以下であり、さらに好ましくは－
４５℃以上－２０℃以下である。
【０１００】
　ここで「飽和分」とは、分子量が３００～２，０００のパラフィン、ナフテンの油分で
あり、「アスファルテン分」とは、分子量が１，０００～１００，０００の層状構造の縮
合多環芳香族であり、「レジン分」とは、分子量が５００～５０，０００の縮合多環芳香
族の樹脂であり、「芳香族分」とは、分子量が５００～２，０００の芳香族の油分である
。なお、これら各成分は、石油学会の石油類試験関係規格のＪＰＩ－５Ｓ－７０－１０に
準拠した測定法で分析することができる。
【０１０１】
　コロイダルインデックス、飽和分は、後述する実施例記載の方法で求めることができる
。
【０１０２】
　アスファルトの針入度は、好ましくは４０を超え１２０以下であり、好ましくは５０以
上１００以下であり、より好ましくは６０以上１２０以下である。アスファルトの針入度
が４０を超えることにより、溶融粘度が低下し、伸度がより向上する傾向にある。また、
アスファルトの針入度が１２０以下であることにより、軟化点、耐わだち掘れ性がより向
上する傾向にある。アスファルトの針入度は実施例に記載の方法により測定することがで
きる。また、アスファルトの針入度は、石油の精製条件の温度、時間、減圧度等を制御す
ることにより調整することができる。
【０１０３】
　ブロック共重合体の含有量は、溶融粘度と軟化点及び耐わだち掘れ性（Ｇ＊／ｓｉｎδ
）の性能バランスの観点から、アスファルト１００質量部に対して、０．５質量部以上２
０質量部以下であり、好ましくは１質量部以上１８質量部以下であり、より好ましくは２
質量部以上１５質量部以下である。また、施工性の観点から低い溶融粘度が求められる道
路舗装用の場合、アスファルト１００質量部に対して、好ましくは０．５質量部以上１５
質量部以下、より高い軟化点、伸度を求められるアスファルト防水シートの場合、アスフ
ァルト１００質量部に対して、好ましくは２質量部以上２０質量部以下であることが好ま
しい。
【０１０４】
〔その他の成分〕
　本実施形態のアスファルト組成物には、上述したブロック共重合体、アスファルトの他
、後述する各成分を添加することができる。
【０１０５】
（上述したブロック共重合体以外の重合体）
　高い軟化点、耐油性あるいは経済性の点で、上述したブロック共重合体以外の重合体を
含んでいてもよい。その他の重合体としては、特に限定されないが、例えば、天然ゴム、
ポリイソプレンゴム、ポリブタジエンゴム、スチレンブタジエンゴム、スチレン－ブタジ
エン－スチレンブロック共重合体（ＳＢＳ）、スチレン－ブタジエン－ブチレン－スチレ
ン共重合体（ＳＢＢＳ）、スチレン－エチレン－ブチレン－スチレン共重合体（ＳＥＢＳ
）、エチレンプロピレン共重合体等のオレフィン系エラストマー；エチレン－エチルアク
リレート共重合体、クロロプレンゴム、アクリルゴム、エチレン酢酸ビニル共重合体等が
挙げられる。
【０１０６】
　この中では、アスファルト組成物の低い粘度や低温での高い伸度の点で、スチレン－ブ
タジエン－スチレンブロック共重合体（ＳＢＳ）が好ましい。さらに、ＳＢＳは、スチレ
ン－ブタジエンジブロック体を含有することがより好ましい。ＳＢＳの例としては、Ｋｒ
ａｔｏｎ社製のＤ１１０１やＤ１１８４が挙げられる。
【０１０７】
（粘着付与樹脂）
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　本実施形態のアスファルト組成物には、粘着付与剤樹脂を添加してもよい。粘着付与剤
樹脂としては、特に限定されるものではなく、例えば、ロジン系樹脂、水添ロジン系樹脂
、テルペン系樹脂、クマロン系樹脂、フェノール系樹脂、テルペン－フェノール系樹脂、
芳香族炭化水素樹脂、脂肪族炭化水素樹脂等の公知の粘着付与性樹脂が挙げられる。
【０１０８】
　粘着付与剤樹脂は、単独で使用してもよく、２種類以上混合して使用してもよい。粘着
付与剤樹脂の具体例としては、「ゴム・プラスチック配合薬品」（ラバーダイジェスト社
編）に記載されたものが使用できる。
【０１０９】
　粘着付与剤樹脂を用いることにより、本実施形態のアスファルト組成物において施工性
及び弾性率の改良が図られる。本実施形態のアスファルト組成物中における粘着付与剤樹
脂の含有量は、上述したブロック共重合体を１００質量部としたとき、好ましくは０～２
００質量部、より好ましくは１０～１００質量部の範囲で使用される。上記範囲の含有量
とすることにより、施工性及び弾性率の改良効果が確実に得られる。
【０１１０】
（軟化剤）
　本実施形態のアスファルト組成物には、軟化剤を添加してもよい。軟化剤としては、鉱
物油系軟化剤又は合成樹脂系軟化剤のいずれも使用できる。鉱物油系軟化剤としては、一
般に、パラフィン系オイル、ナフテン系オイル、芳香族系オイル等が挙げられる。
【０１１１】
　なお、パラフィン系炭化水素の炭素原子数が全炭素原子中の５０％以上を占めるものが
パラフィン系オイルと呼ばれ、ナフテン系炭化水素の炭素原子が３０～４５％のものがナ
フテン系オイルと呼ばれ、また、芳香族系炭化水素の炭素原子が３５％以上のものが芳香
族系オイルと呼ばれている。
【０１１２】
　また、合成樹脂系軟化剤としては、特に限定されないが、例えば、ポリブテン、低分子
量ポリブタジエン等が好ましいものとして挙げられる。軟化剤としては、ゴム用軟化剤で
あるパラフィン系オイルが好ましい。軟化剤を含有させることにより、本実施形態のアス
ファルト組成物において、施工性の改良が図られる。
【０１１３】
　本実施形態のアスファルト組成物中の軟化剤の含有量は、軟化剤のブリード抑制や、本
実施形態のアスファルト組成物において実用上十分な機械強度を確保する観点から、上述
したブロック共重合体を１００質量部としたとき、０～１００質量部であることが好まし
く、０～５０質量部の範囲がより好ましく、２～３０質量部の範囲がさらに好ましい。
【０１１４】
（安定剤）
　本実施形態のアスファルト組成物には、酸化防止剤、光安定剤等の各種安定剤を添加し
てもよい。
【０１１５】
　酸化防止剤としては、特に限定されないが、例えば、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メ
チルフェノール、ｎ－オクタデシル－３－（４’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－ブ
チルフェニル）プロピオネート、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチル
フェノール）、２，２’－メチレンビス（４－エチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、２
，４－ビス［（オクチルチオ）メチル］－ｏ－クレゾール、２－ｔ－ブチル－６－（３－
ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルべンジル）－４－メチルフェニルアクリレート
、２，４－ジ－ｔ－アミル－６－［１－（３，５－ジ－ｔ－アミル－２－ヒドロキシフェ
ニル）エチル］フェニルアクリレート、２－［１－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔｅ
ｒｔ－ペンチルフェニル）］アクリレート等のヒンダードフェノール系酸化防止剤；ジラ
ウリルチオジプロピオネート、ラウリルステアリルチオジプロピオネートペンタエリスリ
トール－テトラキス（β－ラウリルチオプロピオネート）等のイオウ系酸化防止剤；トリ
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ス（ノニルフェニル）ホスファイト、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスフ
ァイト等のリン系酸化防止剤等が挙げられる。
【０１１６】
　光安定剤としては、例えば、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾ
トリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ｔ－ブチルフェニル）ベンゾトリ
アゾール、２－（２’－ヒドロキシ－３’，５’－ジ－ｔ－ブチルフェニル）－５－クロ
ロベンゾトリアゾール等のベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤；２－ヒドロキシ－４－メ
トキシベンゾフェノン等のベンゾフェノン系紫外線吸収剤；ヒンダードアミン系光安定剤
等が挙げられる。
【０１１７】
　本実施形態のアスファルト組成物中の安定剤の含有量は、ブロック共重合体１００質量
部に対して、０～１０質量部であることが好ましく、０～５質量部の範囲がより好ましく
、０～３質量部の範囲がさらに好ましく、０．２～２質量部の範囲がよりさらに好ましい
。
【０１１８】
（添加剤）
　本実施形態のアスファルト組成物には、その他、必要に応じて、従来、アスファルト組
成物に慣用されている各種添加剤を添加することができる。
【０１１９】
　例えば、シリカ、タルク、炭酸カルシウム、鉱物質粉末、ガラス繊維等の充填剤や補強
剤、鉱物質の骨材、ベンガラ、二酸化チタン等の顔料、パラフィンワックス、マイクロク
リスタリンワックス、低分子量ポリエチレンワックス等のワックス類、あるいは、アゾジ
カルボンアミド等の発泡剤、アタクチックポリプロピレン、エチレン－エチルアクリレー
ト共重合体等のポリオレフィン系又は低分子量のビニル芳香族系熱可塑性樹脂、天然ゴム
、ポリイソプレンゴム、ポリブタジエンゴム、スチレンーブタジエンゴム、エチレンープ
ロピレンゴム、クロロプレンゴム、アクリルゴム、イソプレンーイソブチレンゴム、ポリ
ペンテナマーゴム、及び本発明以外のスチレンーブタジエン系ブロック共重合体、スチレ
ンーイソプレン系ブロック共重合体、水素化スチレン－ブタジエン系ブロック共重合体、
水素化スチレン－イソプレン系ブロック共重合体等の合成ゴムが挙げられる。
【０１２０】
　本実施形態のアスファルト組成物中の上記添加剤の含有量は、ブロック共重合体１００
質量部に対して、０～１００質量部であることが好ましく、０～５０質量部の範囲がより
好ましく、０～３０質量部の範囲がさらに好ましく、１～２０質量部の範囲がよりさらに
好ましい。
【０１２１】
（その他）
　上記の他に以下のような物質を添加することができる。
【０１２２】
　ゴム加硫剤、架橋剤：例えば硫黄、硫黄化合物、硫黄以外の無機加硫剤、オキシム類、
ニトロソ化合物、ポリアミン、有機過酸化物、樹脂加硫剤が挙げられる。
【０１２３】
　可塑剤：例えばフタル酸誘導体、テトラヒドロフタル酸誘導体、アジピン酸誘導体、ア
ゼライン酸誘導体、セバシン酸誘導体、ドデカン－２－酸誘導体、マレイン酸誘導体、フ
マル酸誘導体、トリメリット酸誘導体、ピロメリット酸誘導体、くえん酸誘導体、オレイ
ン酸誘導体、リシノール酸誘導体、スルホン酸誘導体、リン酸誘導体、グルタール酸誘導
体、グリコール誘導体、グセリン誘導体、パラフィン誘導体、エポキシ誘導体が挙げられ
る。
【０１２４】
　造核剤：脂肪酸金属塩系、ソルビトール系、リン酸エステル金属塩型が挙げられる。
本実施形態のアスファルト組成物中の上記その他成分の含有量は、本実施形態のアスファ
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ルト組成物において、上述したブロック共重合体を１００質量部としたとき、０～１０質
量部であることが好ましく、０～５質量部の範囲がより好ましく、０～３質量部の範囲が
さらに好ましく、０．２～２質量部の範囲がよりさらに好ましい。
【０１２５】
　アスファルト組成物を用いる舗装形態としては、特に限定されないが、例えば、密粒度
舗装、排水性舗装、透水性舗装、密粒度ギャップアスファルト舗装、砕石マスチックアス
ファルト舗装、カラー舗装、半たわみ性舗装、保水性舗装、薄層舗装が挙げられる。
【０１２６】
　密粒度舗装においては、耐流動、滑り抵抗性の改善が主に求められる。この場合、アス
ファルト組成物中のブロック共重合体の含有量は、アスファルト１００質量％に対して、
好ましくは３～５．５質量％である。また、密粒度舗装に用いられ得るアスファルト組成
物の組成としては、各骨材とフィラーの合計量１００質量％（アスファルトを除く）に対
して、好ましくは、粗骨材４０～５５質量％、細骨材４０～５０質量％、フィラー３～５
質量％、アスファルト５～７％質量％である。
【０１２７】
　排水性舗装においては、排水性、視認性、騒音性の改善が主に求められる。この場合、
アスファルト組成物中のブロック共重合体の含有量は、アスファルト１００質量％に対し
て、好ましくは５～１０質量％である。また、排水性舗装に用いられ得るアスファルト組
成物の組成としては、各骨材とフィラーの合計量１００質量％（アスファルトを除く）に
対して、好ましくは、粗骨材６０～８５質量％、細骨材５～２０質量％、フィラー３～５
質量％、アスファルト４～６％質量％である。
【０１２８】
　透水性舗装においては、透水性の改善が主に求められる。この場合、アスファルト組成
物中のブロック共重合体の含有量は、アスファルト１００質量％に対して、好ましくは０
．５～６質量％である。また、透水性舗装に用いられ得るアスファルト組成物の組成とし
ては、各骨材とフィラーの合計量１００質量％（アスファルトを除く）に対して、好まし
くは、粗骨材６０～８５質量％、細骨材５～２０質量％、フィラー３～５質量％、アスフ
ァルト４～６質量％である。
【０１２９】
　密粒度ギャップ舗装においては、摩耗性、耐流動、耐久性、滑り抵抗性の改善が主に求
められる。この場合、アスファルト組成物中のブロック共重合体の含有量は、アスファル
ト１００質量％に対して、好ましくは５～１２質量％である。また、密粒度ギャップ舗装
に用いられ得るアスファルト組成物の組成としては、各骨材とフィラーの合計量１００質
量％（アスファルトを除く）に対して、好ましくは、粗骨材５０～６０質量％、細骨材３
０～４０質量％、フィラー３～６質量％、アスファルト４．５～６質量％である。
【０１３０】
　砕石マスチックアスファルト舗装においては、摩耗性、不透水性、応力緩和性、耐流動
、騒音性の改善が主に求められる。この場合、アスファルト組成物中のブロック共重合体
の含有量は、アスファルト１００質量％に対して、好ましくは４～１０質量％である。ま
た、砕石マスチックアスファルト舗装に用いられ得るアスファルト組成物の組成としては
、各骨材とフィラーの合計量１００質量％（アスファルトを除く）に対して、粗骨材５５
～７０質量％、細骨材１５～３０質量％、フィラー５～１０質量％、アスファルト５．５
～８質量％である。
【０１３１】
　半たわみ性舗装においては、視認性、耐油性、耐流動の改善が主に求められる。この場
合、アスファルト組成物中のブロック共重合体の含有量は、アスファルト１００質量％に
対して、好ましくは４～１０質量％である。また、半たわみ性舗装に用いられ得るアスフ
ァルト組成物の組成としては、各骨材とフィラーの合計量１００質量％（アスファルトを
除く）に対して、好ましくは、粗骨材６０～８５質量％、細骨材５～２０質量％、フィラ
ー３～５質量％、アスファルト４～６質量％であり、また、空隙率１５～２０％程度で空
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隙にセメント系モルタルを充填することが好ましい。
【０１３２】
　保水性舗装においては、舗装温度上昇の抑制、保水性の改善が主に求められる。この場
合、アスファルト組成物中のブロック共重合体の含有量は、アスファルト１００質量％に
対して、好ましくは４～１０質量％である。また、保水性舗装に用いられ得るアスファル
ト組成物の組成としては、各骨材とフィラーの合計量１００質量％（アスファルトを除く
）に対して、粗骨材６０～８５質量％、細骨材５～２０質量％、フィラー３～５質量％、
アスファルト４～６質量％であり、また、空隙率１５～２０％程度で空隙にセメント系や
石膏系などの保水材を充填することが好ましい。
【０１３３】
　薄層舗装においては、経済性、工期短縮、施工性の改善が主に求められる。この場合、
アスファルト組成物中のブロック共重合体の含有量は、アスファルト１００質量％に対し
て、好ましくは４～８質量％である。また、薄層舗装に用いられ得るアスファルト組成物
の組成としては、各骨材とフィラーの合計量１００質量％（アスファルトを除く）に対し
て、好ましくは、骨材（５～２．５ｍｍ）６０～８５質量％、細骨材（２．５ｍｍ以下）
５～２０質量％、フィラー３～５質量％、アスファルト４～６．５質量％である。
【０１３４】
〔アスファルト組成物の製造方法〕
　本実施形態のアスファルト組成物の製造方法は、特に限定されるものではなく、公知の
混合機、熱溶融釜、ニーダー等により各成分を加熱溶融混練し、均一混合する方法で製造
できる。
【０１３５】
　例えば、１６０℃～２００℃（通常は１８０℃前後）の熱溶融釜に、アスファルトを浸
漬し、完全に溶融させ、ホモミキサー等の攪拌機で攪拌しながら、ブロック共重合体、そ
の他の所定の添加剤を添加し、その後、攪拌速度を上げ、混練することによりアスファル
ト組成物を製造できる。なお、通常の撹拌速度は、用いる装置により適時選択すればよい
が、通常、１００ｒｐｍ以上８，０００ｒｐｍ以下であり、撹拌時間は好ましくは３０分
～６時間、より好ましくは１時間～３時間である。
【実施例】
【０１３６】
　以下、具体的な実施例と比較例を挙げて本発明について詳細に説明するが、本発明は以
下の実施例に限定されるものではない。先ず、実施例及び比較例に適用した、評価方法及
び物性の測定方法について下記に示す。
【０１３７】
［Ｉ．ブロック共重合体の組成及び構造の評価］
（Ｉ－１）ブロック共重合体中のビニル芳香族単量体単位の含有量（スチレン含有量）
　一定量の重合体をクロロホルムに溶解し、紫外分光光度計（島津製作所製、ＵＶ－２４
５０）を用いて、ビニル芳香族化合物（スチレン）に起因する吸収波長（２６２ｎｍ）の
ピーク強度から検量線を用いてビニル芳香族単量体単位（スチレン）の含有量を算出した
。
【０１３８】
（Ｉ－２）ブロック共重合体中の重合体ブロック（Ａ）の含有量
　水添前の重合体を使用し、Ｉ．Ｍ．Ｋｏｌｔｈｏｆｆ，ｅｔａｌ．，Ｊ．Ｐｏｌｙｍ．
Ｓｃｉ．１，ｐ．４２９（１９４６）に記載の四酸化オスミウム酸法で測定した。重合体
の分解にはオスミウム酸０．１ｇ／１２５ｍＬ第３級ブタノール溶液を用いた。
【０１３９】
（Ｉ－３）ブロック共重合体の組成分析と水素添加率
　部分水添ブロック共重合体中のビニル含有量及び共役ジエン中の不飽和基の水素添加率
を、核磁気共鳴スペクトル解析（ＮＭＲ）により、下記の条件で測定した。水添反応後の
ブロック共重合体を、大量のメタノール中に沈澱させることで、部分水添ブロック共重合



(21) JP 6373365 B2 2018.8.15

10

20

30

40

50

体を沈殿させて回収した。次いで、部分水添ブロック共重合体をアセトンで抽出し、抽出
液を真空乾燥し、１Ｈ－ＮＭＲ測定のサンプルとして用いた。１Ｈ－ＮＭＲ測定の条件を
以下に記す。
（測定条件）
　測定機器　　　：ＪＮＭ－ＬＡ４００（ＪＥＯＬ製）
　溶媒　　　　　：重水素化クロロホルム
　測定サンプル　：ブロック共重合体を水素添加する前後の抜き取り品
　サンプル濃度　：５０ｍｇ／ｍＬ
　観測周波数　　：４００ＭＨｚ
　化学シフト基準：ＴＭＳ（テトラメチルシラン）
　パルスディレイ：２．９０４秒
　スキャン回数　：６４回
　パルス幅　　　：４５°
　測定温度　　　：２６℃
【０１４０】
　また、上記で得られた１Ｈ－ＮＭＲスペクトルに基づいて、共役ジエン単量体単位（ａ
）が水添されたアルケニル単量体単位（ａ１）の含有量、共役ジエン単量体単位（ｂ）が
水添されたアルケニル単量体単位（ｂ１）の含有量、水添されなかったアルケニル単量体
単位（ａ２）の含有量、水添されなかったアルケニル単量体単位（ｂ２）の含有量を算出
した。
【０１４１】
（Ｉ－４）重量平均分子量、分子量分布
　ＧＰＣ〔装置は、ウォーターズ製〕で測定し、溶媒にはテトラヒドロフランを用い、温
度３５℃でクロマトグラムを測定した。市販の標準ポリスチレンの測定から求めた検量線
（標準ポリスチレンのピーク分子量を使用して作成）を使用して、得られたクロマトグラ
ムから重量平均分子量（ポリスチレン換算分子量）と数平均分子量を求め、これらの比か
ら分子量分布を求めた。
【０１４２】
（Ｉ－５）動的粘弾性のスペクトル
　ｔａｎδ（損失正接）ピーク高さ、温度は、粘弾性測定解析装置ＡＲＥＳ（ティー・エ
イ・インスルメント・ジャパン株式会社製、商品名）を用い、粘弾性スペクトルを測定す
ることにより求めた。捻じりタイプのジオメトリーに、測定用資料をセットし、ひずみ０
．５％、測定周波数は１Ｈｚで測定した。
【０１４３】
［ＩＩ．アスファルトの組成分析］
（ＩＩ－１）コロイダルインデックス（Ｃｉ）
　薄層クロマトグラフィー自動検出装置（イアトロスキャンＭＫ－６：三菱化学メディエ
ンス株式会社製、商品名）を用いて、石油学会の石油類試験関係規格のＪＰＩ－５Ｓ－７
０－１０に準拠した測定法で、各アスファルトの飽和分、アスファルテン分、レジン分、
芳香族分を求めた。コロイダルインデックス（Ｃｉ）は以下の式により求めた。
Ｃｉ＝（飽和分含有量＋アスファルテン分含有量）／（レジン分含有量＋芳香族分含有量
）
　なお、コロイダルインデックスは、アスファルト道路舗装体からアスファルト成分を抽
出し、抽出成分を分析することによっても測定可能である。
【０１４４】
（ＩＩ－２）アスファルトの針入度
　ＪＩＳ－Ｋ　２２０７に準じ、恒温水浴槽で２５℃に保った試料に規定の針が５秒間に
進入する長さを測定することにより、アスファルトの針入度を求めた。なお、実施例で用
いたアスファルトは、上記測定において針入度が６０以上１００以下であった。
【０１４５】
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［ＩＩＩ．アスファルト組成物の特性］
（ＩＩＩ－１）溶融粘度
　１６０℃及び１８０℃でブルックフィールド型粘度計（ＤＶ－ＩＩＩ型）により溶融粘
度を測定した。溶融粘度の測定値（ｍＰａ・ｓ）が、道路舗装用の場合、１６０℃で５０
０以下、アスファルト防水シートの場合、１８０℃で５００以下であれば実用上優れた性
能、各々の温度条件で４５０以下であれば実用上十分な性能であると判断した。
【０１４６】
（ＩＩＩ－２）軟化点
　ＪＩＳ－Ｋ２２０７に準じて、アスファルト組成物の軟化点を測定した。規定の環に試
料を充填し、グリセリン液中に水平に支え、試料の中央に３．５ｇの球を置き、液温を５
℃／ｍｉｎの速度で上昇させたとき、球の重さで試料が環台の底板に触れた時の温度を測
定した。軟化点の測定値（℃）が、７５以上であれば実用上優れた性能、８２以上であれ
ば実用上十分な性能であり、さらに１２０以上であればアスファルト防水シート用途とし
ても実用上優れた性能、１３０以上であれば実用上十分な性能であると判断した。
【０１４７】
（ＩＩＩ－３）伸度
　ＪＩＳ－Ｋ２２０７に準じ、試料を形枠に流し込み、規定の形状にした後、恒温水浴内
で１５℃に保ち、次に試料を５ｃｍ／ｍｉｎの速度で引っ張ったとき、試料が切れるまで
に伸びた距離を測定した。伸度力の測定値（ｃｍ）が、５５以上であれば実用上優れた性
能、６０以上であれば実用上十分な性能であると判断した。
【０１４８】
（ＩＩＩ－４）高温貯蔵安定性（軟化点の変化差）
　アスファルト組成物製造直後、１８０℃のオーブン中で、３日間加熱した。その後、金
属缶を取り出し軟化点を測定した。製造直後の軟化点と３日間加熱後の軟化点差を高温貯
蔵安定性の尺度とした。軟化点差が小さいほど、高温貯蔵安定性は良好である。高温貯蔵
前後の軟化点差の値（℃）が、１０以下であれば実用上優れた性能、５以下であれば実用
上十分な性能であると判断した。
【０１４９】
（ＩＩＩ－５）わだち掘れ性
　わだち掘れ性の指標としてＧ＊／ｓｉｎδを用いて評価した。Ｇ＊／ｓｉｎδは、粘弾
性測定解析装置ＡＲＥＳ（ティー・エイ・インスルメント・ジャパン株式会社製、商品名
）を用い、粘弾性スペクトルを測定することにより求めた。捻じりタイプのジオメトリー
に、測定用資料をセットし、ひずみ０．５％、測定周波数は１Ｈｚ、パラレルプレート直
径７．９ｍｍでＧ＊（複素弾性率）とｓｉｎδを測定した。Ｇ＊／ｓｉｎδの測定値（Ｐ
ａ）が、７５０以上であれば実用上優れた性能、９００以上であれば実用上十分な性能で
あると判断した。
【０１５０】
［ＩＶ．水添触媒の調製］
　窒素置換した反応容器に乾燥、精製したシクロヘキサン２リットルを仕込み、ビス（η
５－シクロペンタジエニル）チタニウムジ－（ｐ－トリル）４０ミリモルと分子量が約１
，０００の１，２－ポリブタジエン（１，２－ビニル結合量約８５％）１５０グラムを溶
解した後、ｎ－ブチルリチウム６０ミリモルを含むシクロヘキサン溶液を添加して室温で
５分反応させ、直ちにｎ－ブタノール４０ミリモルを添加攪拌して室温で保存した。
【０１５１】
［Ｖ．ブロック共重合体の調整］
＜ポリマー１＞
　内容積が１０Ｌの攪拌装置及びジャケット付き槽型反応器を用いて、重合を以下の方法
で行った。
【０１５２】
（１段目）
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　シクロヘキサン１０質量部を反応器に仕込んで温度７０℃に調整した後、ｎ－ブチルリ
チウムを全モノマー（反応器に投入したブタジエンモノマー及びスチレンモノマーの総量
）の質量に対して０．０５８質量％、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルエチレンジアミ
ン（以下ＴＭＥＤＡと称する）をｎ－ブチルリチウム１モルに対して０．４モル添加し、
その後モノマーとしてスチレン１０．５質量部を含有するシクロヘキサン溶液（モノマー
濃度２２質量％）を約３分間かけて添加し、反応器内温を約７０℃、反応器内圧を０．３
０ＭＰａになる様に調整しながら３０分間反応させた。
【０１５３】
（２段目）
　次に、ブタジエン５６質量部を含有するシクロヘキサン溶液（モノマー濃度２２質量％
）とスチレン２３質量部を含有するシクロヘキサン溶液（モノマー濃度２２質量％）をそ
れぞれ３０分間と１０分間かけて一定速度で連続的に反応器に供給し、その後、３０分間
反応させた。この間、反応器内温は約７０℃、反応器内圧を０．３０ＭＰａになるように
調整した。
【０１５４】
（３段目）
　その後、更にモノマーとしてスチレン１０．５質量部を含有するシクロヘキサン溶液（
モノマー濃度２２質量％）を約３分間かけて添加し、反応器内温を約７０℃、反応器内圧
を０．３０ＭＰａに調整しながら３０分間反応させ、ブロック共重合体を得た。
【０１５５】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして９５ｐｐｍ添加し、水素圧０．７ＭＰａ、温度６５℃で水添反応を行った。
反応終了後にメタノールを添加し、次に安定剤としてオクタデシル－３－（３，５－ジ－
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネートをブロック共重合体の質量に対し
て０．３質量％添加し、水添ブロック共重合体（以下、ポリマー１と称する）を得た。水
添率は８７％であった。
【０１５６】
＜ポリマー２＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０３７質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を１０質量部、２段目に供給するブタジエンを７０質量部、スチレンを１０質量部、ブタ
ジエンの添加時間を１５分間、３段目に供給するスチレンを１０質量部に変えること以外
は、ポリマー１と同様の方法により重合を行った。
【０１５７】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして９３ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー２と称する）を得た。水添率は８４％であった。
【０１５８】
＜ポリマー３＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０６３質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を１７．５質量部、２段目に供給するブタジエンを５０質量部、スチレンを１５質量部、
３段目に供給するスチレンを１７．５質量部に変えること以外は、ポリマー１と同様の方
法により重合を行った。
【０１５９】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして９０ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー３と称する）を得た。水添率は８０％であった。
【０１６０】
＜ポリマー４＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０４５質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を７．５質量部、２段目に供給するブタジエンを６２質量部、ブタジエンの添加時間を２
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０分間、３段目に供給するスチレンを７．５質量部に変えること以外は、ポリマー１と同
様の方法により重合を行った。
【０１６１】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして８０ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー４と称する）を得た。水添率は６２％であった。
【０１６２】
＜ポリマー５＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０７７質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を１２．５質量部、２段目に供給するブタジエンを４５質量部、スチレンを３０質量部、
ブタジエンの添加時間を４５分間、３段目に供給するスチレンを１２．５質量部に変え、
反応器内温は８５℃、反応器内圧を０．４２ＭＰａになる様に調整すること以外は、ポリ
マー１と同様の方法により重合を行った。
【０１６３】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして６８ｐｐｍ添加、反応器内温は８５℃にする以外は、ポリマー１と同様に水
添反応を行い、水添ブロック共重合体（以下、ポリマー５と称する）を得た。水添率は４
５％であった。
【０１６４】
＜ポリマー６＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０５６質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を１０質量部、２段目に供給するブタジエンを５７質量部、ブタジエンの添加時間を２５
分間、３段目に供給するスチレンを１０質量部に変えること以外は、ポリマー１と同様の
方法により重合を行った。
【０１６５】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして７５ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー６と称する）を得た。水添率は５０％であった。
【０１６６】
＜ポリマー７＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０７０質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を１５．５質量部、２段目に供給するブタジエンを３０質量部、スチレンを３９質量部、
ブタジエンの添加時間を５５分間、３段目に供給するスチレンを１５．５質量部に変える
こと以外は、ポリマー１と同様の方法により重合を行った。
【０１６７】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして６７ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー７と称する）を得た。水添率は４３％であった。
【０１６８】
＜ポリマー８＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０４２質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を６質量部、２段目に供給するブタジエンを８５質量部、スチレンを３質量部、ブタジエ
ンの添加時間を１０分間、３段目に供給するスチレンを６質量部に変えること以外は、ポ
リマー１と同様の方法により重合を行った。
【０１６９】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして９４ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー８と称する）を得た。水添率は８５％であった。
【０１７０】
＜ポリマー９＞
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　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０４８質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を４質量部、２段目に供給するブタジエンを７８質量部、スチレンを１４質量部、ブタジ
エンの添加時間を１０分間、３段目に供給するスチレンを４質量部に変えること以外は、
ポリマー１と同様の方法により重合を行った。
【０１７１】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして９６ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー９と称する）を得た。水添率は８７％であった。
【０１７２】
＜ポリマー１０＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０６２質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を２３質量部、２段目に供給するブタジエンを５０質量部、スチレンを５質量部、３段目
に供給するスチレンを２２質量部に変えること以外は、ポリマー１と同様の方法により重
合を行った。
【０１７３】
　次に、得られたブロック共重合体に、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロッ
ク共重合体（以下、ポリマー１０と称する）を得た。水添率は８４％であった。
【０１７４】
＜ポリマー１１＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０５７質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を１５質量部、２段目に供給するブタジエンを５１質量部、スチレンを１９質量部、ブタ
ジエンの添加時間を３５分間、反応器内温は７５℃になる様に調整し、３段目に供給する
スチレンを１５質量部に変えること以外は、ポリマー１と同様の方法により重合を行った
。
【０１７５】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして６５ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー１１と称する）を得た。水添率は３４％であった。
【０１７６】
＜ポリマー１２＞
１段目に供給するスチレンを１０質量部、２段目に供給するブタジエンを５７質量部、ブ
タジエンの添加時間を２５分間、３段目に供給するスチレンを１０質量部に変えること以
外は、ポリマー１と同様の方法により重合を行った。
【０１７７】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして３５ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー１２と称する）を得た。水添率は９％であった。
【０１７８】
＜ポリマー１３＞
　１段目に供給するスチレンを９質量部、２段目に供給するブタジエンを６０質量部、ス
チレンを２２質量部、ブタジエンの添加時間を８分間、３段目に供給するスチレンを９質
量部に変えること以外は、ポリマー１と同様の方法により重合を行った。
【０１７９】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして８５ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー１３と称する）を得た。水添率は７５％であった。
【０１８０】
＜ポリマー１４＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０６５質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を１０質量部、２段目に供給するブタジエンを５０質量部、スチレンを３０質量部、ブタ
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温は９５℃、反応器内圧を０．５２ＭＰａになる様に調整すること以外は、ポリマー１と
同様の方法により重合を行った。
【０１８１】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして８５ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー１４と称する）を得た。水添率は７０％であった。
【０１８２】
＜ポリマー１５＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０６２質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を２０質量部、２段目に供給するブタジエンを６１質量部、スチレンを添加せず、３段目
に供給するスチレンを１９質量部に変えること以外は、ポリマー１と同様の方法により重
合を行った。
【０１８３】
　水添反応は行わず、ポリマー１５を得た。水添率は０％であった。
【０１８４】
＜ポリマー１６＞
　１段目に供給するスチレンを７．５質量部、２段目に供給するブタジエンを３０質量部
、スチレンを５５質量部、ブタジエンの添加時間を７０分間、３段目に供給するスチレン
を７．５質量部に変えること以外は、ポリマー１と同様の方法により重合を行った。
【０１８５】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして９９ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー１６と称する）を得た。水添率は９８％であった。得られ
た各ブロック共重合体の性状を、表１に示した。
【０１８６】
＜ポリマー１７＞
　ｎ－ブチルリチウムの供給量を０．０５７質量％添加とし、１段目に供給するスチレン
を１０質量部、２段目に供給するブタジエンを５７質量部、ブタジエンの添加時間を２５
分間、３段目に供給するスチレンを１０質量部添加した後に、第１ステップの前に添加し
たｎ－ブチルリチウム１ｍｏｌに対して、Ｎ，Ｎ’－ジメチルプロピレンウレア０．９ｍ
ｏｌを添加した以外は、ポリマー１と同様の方法により重合を行った。
【０１８７】
　次に、得られたブロック共重合体に、上記水添触媒をブロック共重合体の質量に対して
チタンとして８０ｐｐｍ添加する以外は、ポリマー１と同様に水添反応を行い、水添ブロ
ック共重合体（以下、ポリマー１７と称する）を得た。水添率は５０％であった。
【０１８８】
＜ポリマー１８＞
　ＴＭＥＤＡをｎ－ブチルリチウム１モルに対して０．０５モル添加し、ｎ－ブチルリチ
ウムの供給量を０．１０５質量部添加とし、１段目に供給するスチレンを１５質量部、２
段目に供給するブタジエンを７０質量部、スチレンを添加せず、３段目に供給するスチレ
ンを１５質量部加えた後に、ジメチルジクロロシランを添加した以外は、ポリマー１と同
様の方法により重合を行った。水添反応は行わず、ポリマー１８を得た。水添率は０％で
あった。
【０１８９】
＜ポリマー：ＥＶＡ＞
　エチレン／酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）：ＥＶ４６０（三井・デュポンポリケミカル
株式会社、商品名、ＶＡ含有量１９％）
【０１９０】
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【表１】

 
【０１９１】
〔実施例１〕
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　４００ｇのコロイダルインデックス（Ｃｉ値）が０．３６、飽和分が５．４質量％、芳
香族分が５２．７８質量％、レジン分が２０．６９質量％、アスファルテン分が２１．１
３質量％）のストレートアスファルト（歴世礦油製（韓国））を７５０ｃｃの容器に入れ
、容器を１８０℃のオイルバスに浸漬し、ストレートアスファルトを完全溶解させた。
【０１９２】
　次に、回転速度３０００ｒｐｍでストレートアスファルトをホモミキサーで攪拌しなが
ら、上述のようにして得られたブロック共重合体（ポリマー１）１４ｇを、少しずつスト
レートアスファルト中に添加した。添加が終了したら、攪拌速度を６０００ｒｐｍに上げ
、３０分間混練してアスファルト組成物を得た。得られた各アスファルト組成物の物性を
、表２に示した。
【０１９３】
〔実施例２～６及び９、比較例１～８、並びに参考例７及び８〕
　下記表２に示すように、所定のポリマーを用い、それぞれのブロック共重合体とアスフ
ァルトとの比率を実施例１と同等にし、実施例１と同様の混練方法により、アスファルト
組成物を得た。得られた各アスファルト組成物の物性を、表２に示した。なお、コロイダ
ルインデックス（Ｃｉ値）が０．３６のアスファルトとしては、韓国の歴世礦油製、スト
アス６０－８０を用いた。
【０１９４】
〔実施例１０〕
　下記表２に示すように、ポリマー６を８ｇ、ポリマー１８を８ｇ添加する以外は、実施
例１と同様の混練方法により、アスファルト組成物を得た。得られた各アスファルト組成
物の物性を、表２に示した。
【０１９５】
〔実施例１１〕
　下記表２に示すように、ポリマー１７を１２ｇ、ＥＶＡポリマーを４ｇ添加する以外は
、実施例１と同様の混練方法により、アスファルト組成物を得た。得られた各アスファル
ト組成物の物性を、表２に示した。
【０１９６】
〔実施例１２〕
　下記表２に示すように、ポリマー６を１４ｇ添加後に、硫黄をアスファルト組成物中に
０．１質量％添加し、添加後に１２０分間撹拌して、１６０℃１２時間養生し、アスファ
ルト組成物を得た以外は実施例１と同様にアスファルト組成物を作製した。得られた各ア
スファルト組成物の物性を、表２に示した。
【０１９７】
〔実施例１３〕
　下記表２に示すように、ポリマー６を８ｇ、ポリマー１８を８ｇ添加後に、ポリリン酸
（キシダ化学社製）をアスファルト組成物中に０．２質量％添加した以外は実施例１２と
同様にアスファルト組成物を作製した。得られた各アスファルト組成物の物性を、表２に
示した。
【０１９８】
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【表２】

【０１９９】
〔実施例１４～１６、比較例９～１１〕
　下記表３に示すように、所定のポリマーを用い、それぞれのブロック共重合体とアスフ
ァルトとの比率に従い、実施例１と同様の混練方法により、アスファルト組成物を得た。
得られた各アスファルト組成物の物性を、表３に示した。なお、コロイダルインデックス
（Ｃｉ値）が０．５（飽和分：１０．６質量％、芳香族分：４３．１質量％、レジン分：
２３．６質量％、アスファルテン分：２２．６質量％）のアスファルトとしては、Caladi
um Middle East FZE製、ストアス６０－７０を用い、コロイダルインデックス（Ｃｉ値）
が０．２８（飽和分：４．５２質量％、芳香族分：５９．１６質量％、レジン分：１９．
０６質量％、アスファルテン分：１７．２７質量％）のアスファルトとしては、ＪＸ日鋼
日石エネルギー株式会社根岸製油所製、ストアス６０－８０を用い、コロイダルインデッ
クス（Ｃｉ値）が０．５５のアスファルトとしては、Petro Chem製、ストアス７０－８０
を用いた。なお、コロイダルインデックス（Ｃｉ値）が０．３６のアスファルトとしては
、上記同様のものを用いた。
【０２００】
〔実施例１７～２０〕
　下記表３に示すように、実施例１７と実施例２０のアスファルトには、コロイダルイン



(30) JP 6373365 B2 2018.8.15

10

20

30

40

デックス（Ｃｉ値）が０．４１（飽和分：７．４質量％、芳香族分：４７．８質量％、レ
ジン分：２３．３質量％、アスファルテン分：２１．５質量％）のアスファルトとしては
、韓国製ストアス６０－８０、実施例１８と実施例１９のアスファルトには、コロイダル
インデックス（Ｃｉ値）が０．４４（飽和分：５．８質量％、芳香族分：４２．４質量％
、レジン分：２７．２質量％、アスファルテン分：２４．６質量％）のアスファルトとし
ては、インド産ストアス８０－１００を用い、実施例１７と実施例１９にはポリマー６、
実施例１８にはポリマー４、実施例２０にはポリマー２を用いる以外は、実施例１と同様
の混練方法により、アスファルト組成物を得た。得られた各アスファルト組成物の物性を
、表２に示した。
【０２０１】
【表３】

【０２０２】
　以上のとおり、本発明のアスファルト組成物は、軟化点、伸度が高く、溶融粘度が低く
、また、耐わだち掘れ性、高温貯蔵安定性に優れることが示された。また、実施例１～１
３のアスファルト組成物は道路舗装用として、実施例１４～１６のアスファルト組成物は
アスファルト防水シート用として良好であり、それぞれ優れた加工性を有していることが
分かった。
【０２０３】
　本出願は、２０１４年５月８日に日本国特許庁へ出願された日本特許出願（特願２０１
４－０９６９５９）に基づくものであり、その内容はここに参照として取り込まれる。
【産業上の利用可能性】
【０２０４】
　本発明のアスファルト組成物は、道路舗装用アスファルト、アスファルト防水シート等
として、産業上の利用可能性があり、特に道路舗装用の分野で好適に利用できる。
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